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市町村合併 → 市域が拡大している地域が多く存在

地域の構造特性に応じた ・行政のしくみ

・各施策の充実

その地域が持つ構造特性、地域住民の生活環境などに対する意識との関連性が必要

研究の背景



研究目的

本研究で ・対象地域の都市計画区域の整理

・アンケート結果より各居住地の生活環境評価の把握

・要因を分析(因子分析、相関係数、数量化Ⅰ類分析、行動圏域)

今後の竹田市における都市計画のありかたについて明らかにすることを目的とする。



1．研究の背景・目的

2．研究対象地域について

3．単集計からみる
都市機能・生活環評の評価

4．年代・居住地属性からみる
都市機能・生活環評の評価

5．総合評価に影響を与える要因分析

7．総括

研究の流れ



生活環境評価の相関分析



生活環境評価の相関分析



生活環境評価の数量化Ⅰ類分析



生活環境評価の数量化Ⅰ類分析









総括

集計結果

・都市全体の評価は全体的に低い傾向。

・身近な環境評価は，「住みよい」の回答割合が高く，竹田市の住みやすさは身近な環境にあ

ることが推察され，都市全体の評価をいかに向上させるかが課題である。

相関係数

・都市全体の評価では医療施設の充実，観光施策の充実，教育・学習環境の充実と相関が

見られた。

・身近な環境の住みよさの評価では，コミュニティの評価と大きく相関が見られた。

数量化Ⅰ類，因子分析

・「各種機能の利便性や充実」，「まちの魅力」，「まちの空間構造や活性度」，「医療・福祉の

充実」が重要な要素であることがわかった。

生活圏

・ほとんどの各都市機能の利用先において各旧市町の中心部への依存度が高い。日常の生

活圏域と交通手段については，「竹田地区」，「玉来地区」，旧市町の中心部を中心に，「各種

機能の利便性や充実」が求められており，とりわけ自動車依存度が高いため，将来にわたる

利便性の確保は不可欠であることがわかった。



総括

今後，竹田市の行政が行政のしくみや各施策の充実などを図るために

・竹田市の行政が行政のしくみや各施策の充実などを図る上で，「各種機能の利便
性や充実」，「まちの魅力」，「まちの空間構造や活性度」，「医療・福祉の充実」の
要素を重視。

・日常の生活圏域，主に「竹田地区」，「玉来地区」，旧市町の中心部を中心に，交通
手段についての「各種機能の利便性や充実」。

今後，「各種機能の利便性や充実」を図るために

・地区単位の詳細な課題の把握重点施策の抽出。

・アンケートで得られた結果より地区単位における都市施設等の建物分布を把握し，
各種機能の利便性について分析。
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